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2023 年度事業計画書 

  

全体の事業計画 

日本の伝統ある劇場芸能を助成し、振興し、もって我が国独自の文化、芸能の保存及び

向上に寄与することを目的に、引き続き「松尾芸能賞」は、各種演劇演技、舞台音楽、舞

台施設、劇作演出、伝統芸能、民族芸能、歌謡芸能、大衆芸能等々芸能界各種部門におい

て貴重な実績を残し、或いは将来を期待される人々のうちから広く候補を求め、大賞、優

秀賞、特別賞、新人賞 等を選考し、これに対して賞金、賞牌を添えて表彰します。また、

昨年に引き続き、「育成事業」の松尾塾伝統芸能の稽古場運営と公演の開催、「助成事業」

の日本の伝統芸能を継承・保存する活動に対しての助成も行います。なお、海外との文化

交流についても前向きに検討します。 

 

 

1. 松尾芸能賞の運営 
 

１) 選考および審議と決定 

選考委員と推薦人による候補者選出の後、選考委員会にて受賞対象分野の確認並

びに受賞候補者の選考ののち内定とし、評議員会および理事会の審議を経て受賞

者を正式決定します。 

 

２) 贈呈式実施概要 

式典名：第 45 回松尾芸能賞贈呈式 

開催日：2024 年 3 月 29 日（金） 

場 所：帝国ホテル東京（東京都千代田区内幸町 1-1-1） 

 

 

2. 自主公演事業 「伝統芸能をつなぐ」の企画 
 

「伝統芸能をつなぐ」をテーマに 2022 年より始めた企画に続き、「第 2 回伝統芸能

をつなぐ ～狂言×日本昔ばなし～（仮題）」を企画しています。 

能・狂言は約 650 年前に誕生した日本の伝統芸能で、ユネスコの無形文化財になっ

ています。能が主に古典的題材をとり上げ幽玄美を第一とする歌舞劇であるのに対

し、狂言は日常的な出来事や庶民と大名の姿を笑いで表現する親しみある芸能でし

た。しかしながら、現在では狂言ですら格式が高いと感じられる風潮にあります。

そこで、子供から大人まで馴染の深い日本昔話を狂言の手法で作り、新作狂言とし

て上演し、初心者にも分かりやすく狂言本来の笑いに導きます。また、古典狂言も

同時に上演することで「型」の原型がどのようなものであるかを知ってもらいます。

さらに葛西聖司氏の解説によって、古典・新作の関わりや見どころも紹介し、狂言

の持つ日本の伝統的な笑いの世界を届ける公演を開催します。 
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１) 第 7 回自主公演 開催概要 

公演名：「第 2 回伝統芸能をつなぐ ～狂言×日本昔ばなし～」（仮題） 

開催日： 2023 年 12 月 2 日（土）午後 3：00 開演（予定） 

場 所： セルリアンタワー能楽堂（渋谷区桜丘町 26－1 セルリアンタワーB2） 

集 客： 約 200 名（予定） 

出 演： 中村修一 内藤連 葛西聖司 他 

演 目： 「古典狂言」2 番(新作狂言の参考にした狂言) 

 「新作狂言」桃太郎 他 1 番 

 「解説」狂言の決まり事、新作を作るにあたり参考にした古典狂言 

鑑賞料： 3,000 円（予定） 

協 賛： 数社を検討中 

 

 

 

3. 育成事業 松尾塾伝統芸能の運営 
 

「松尾塾伝統芸能」の稽古場運営と「子供が挑む伝統芸能」の公演開催を予定して

います。 

 

２) 稽古場運営・稽古の実施 

在塾生： 12 名 

日 程： 基本、毎週日曜日 

時 間： 午前 10 時から午後 2 時 30 分 途中休憩あり 

場 所： 松尾塾伝統芸能 東日本橋稽古場 

回 数： 40 回（予定） 

内 容： 狂 言 小舞・謡・狂言 

 日本舞踊 女舞・男舞 

 長 唄 唄・三味線 

 囃 子 小鼓・大鼓・太鼓 

 

３) 「子供が挑む伝統芸能」公演 開催概要 

公演名：第 7 回松尾塾伝統芸能公演 子供が挑む伝統芸能 

「狂言・小舞・謡」 

開催日： 2023 年 7 月 2 日（日）午後 2：00 開演 

場 所： セルリアンタワー能楽堂（渋谷区桜丘町 26－1 セルリアンタワーB2） 

監 修： 野村万作 

指 導： 中村修一  内藤連 

出 演： 松尾塾伝統芸能在塾生 12 名 

演 目： 狂言「魚説法」「成上り」「梟山伏」「舟ふな」 

 小舞・謡 「柳の下」「海老救川」 
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「日本舞踊・邦楽演奏」 

開催日： 2023 年 8 月 11 日（金・祝）午後 2：00 開演 

場 所： 中央区立日本橋公会堂(中央区日本橋蛎殻町 1-31-1) 

監 修： ＜囃 子＞ 田中長十郎 

指 導： ＜日本舞踊＞ 花柳輔太朗 花柳輔瑞佳 花柳美輝風 

 ＜長  唄＞ 東音塚原勝利 東音山内美穂 東音布施田千郁 

 ＜囃 子＞ 藤舎千穂 藤舎朱音 藤舎清穂 

出 演： 松尾塾伝統芸能在塾生 12 名 

演 目： ＜日本舞踊＞ 「お祭り」「お染久松」「玉屋と蝶々売」 

 ＜長唄 囃子＞ 「さくら さくら」「松の緑」「常磐の庭」「雛鶴三番叟」 

   「供奴」 
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4. 助成事業の運営 
 

日本伝統芸能の振興、継承を目指す個人、または団体が更なる発展を遂げ、基礎基

盤を強化する為の活動に助成します。 
 

１) 助成対象者の募集 

公式サイトにて一般公募を行います。 
 

２) 審議と内定 

選考委員会にて、審議、検討のうえ選定し内定とします。評議員会および理事会

の審議を経て助成対象者を正式決定します。 

 

 

5. 国際交流について 
 

2023 年度も引き続き、各国大使館等の外国機関からの情報収集、調査等を行い、次

年度に具体的な事業を行いたいと考えます。  

 

 

6. 本年度経費予算 
 

本年度事業計画に要する経費の予算は次の通りです。 
 

１) 事業費 

「松尾芸能賞贈呈式の開催」「松尾塾伝統芸能の運営と公演の開催」 「助成事

業の助成金」 その他運営費 
 

２) 事務費 

諸連絡、打合せ、会議費用並びに各庶務、用度費用 
 

３) 予備費 

 

 


